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ＳＳＨ指定による主な成果 鹿児島県立錦江湾高等学校

【学校のこれまでの取組・実績等】
高大連携により課題研究のレベルが著しく向上し，九州や全国レベルの科学コンテス

トだけでなく，国際大会でも上位入賞する科学部（生物研究部，化学研究部，天文物理
部）や課題研究班が増えてきた。

１ 国際大会・全国大会・学会入賞歴（主なものを列記）
(1) 国際大会入賞（火山雷の研究：天文物理部）

①【優秀賞４等・米国気象学会佳作】平成23年５月：ISEF2011
②【国際部門１等賞】平成24年３月北京市青少年科学技術創新大会

(2) 国際大会入賞（桜島の降灰測定器：化学研究部）
①【銅メダル・中国特別賞】平成28年７月：IEYI2016

(3) 国際学会一般参加（英語によるポスター発表）
① 国際甲殻類学会（2009.９）「錦江湾の深海エビの研究」（生物研究部）
② 国際標準電離層委員会（IRI2009）「皆既日食時における電離層変動のＡＭラ
ジオ観測」（2009年11月鹿児島大；天文物理部：英語と中国語によるプレゼン）

③ 国際シロイヌナズナ研究会議参加（2010：パシフィコ横浜）生物研究部
(4) 全国高等学校総合文化祭・自然科学部門

①【奨励賞（ベスト８）】平成23年「オトシブミの寄生蜂の研究」生物研究部
②【最優秀賞（１位）】平成24年「桜島の火山雷の研究」天文物理部
③【奨励賞（ベスト８）】平成24年「桜島大根を救え!!」化学研究部

(5) 全国ＳＳＨ生徒研究発表会：
①【ＪＳＴ理事長賞】平成19年「色素増感型太陽電池の研究」化学同好会
②【ポスター発表賞】平成21年「ナミクダヒゲエビの個体群生態」生物研究部
③【ポスター発表賞】平成22年「オトシブミ寄生蜂の生態解明研究」生物研究部
④【ポスター発表賞】平成23年「桜島の火山雷の研究」天文物理部
⑤【ＪＳＴ理事長賞】平成24年「オトシブミの揺籃をめぐる研究」生物研究部
⑥【ポスター発表賞】平成25年「桜島大根と守口大根の交配種研究」生物研究部

(6) ＪＳＥＣ高校生科学技術チャレンジ（全国コンテスト）
①【優秀賞】（ベスト４）平成21年「オトシブミの寄生蜂研究」生物研究部
②【科学技術政策担当大臣賞】（ベスト３）平成22年「火山雷研究」天文物理部
③【審査員奨励賞】（ベスト８）「オトシブミの寄生蜂研究2010」生物研究部
④【優良賞】「二酸化窒素測定機の開発」平成27年化学研究部

(7) 日本学生科学賞（全国コンテスト：入選１等以上）
①【入選１等】平成22年「皆既日食でクマゼミは鳴き止むか」生物研究部
②【科学未来館賞】平成24年「火山雷の特性と発生モデルの提唱」天文物理部
③【入選１等】平成25年「桜島の降灰測定器の作製」化学研究部

(8) 高校・高専気象機器コンテスト（全国コンテスト）
①【最優秀賞・審査員特別賞】平成26年「桜島の降灰測定器の作製」化学研究部
②【最優秀賞】平成27年「二酸化窒素測定機の開発」化学研究部

(9) 全日本学生児童発明くふう展
①【経済産業大臣賞】平成26年「桜島の降灰測定器の作製」化学研究部

(10) サイエンスインターハイ＠SOJO
①【グランプリ賞】平成28年「二酸化窒素測定機の応用」化学研究部
①【応用生命科学科賞】平成28年「ﾋﾒﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ２系統の生殖隔離」生物研究部

２ 地域貢献の取組
(1)小中学校への出前授業

平成25年度：小学校２校（ ４７人），中学校１校（ ３６人）
平成26年度：小学校５校（１４８人），中学校３校（１１９人）
平成27年度：小学校３校（１９９人），中学校４校（１５５人）
平成28年度：小学校３校（２８８人），中学校２校（ ６３人）

(2)大型商業施設での実験教室
平成27年 8 月(イオンモール鹿児島) 777人
平成28年 8 月(イオンモール鹿児島) 780人

３ 卒業生の論文投稿状況（論文検索サイト等による検索）
平成18年度～21年度卒業生の論文投稿数 32本
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添付資料１（新聞記事）

◎第１期のＳＳＨ（H17～21）：高校生による国内・国際学会一般発表の実現

◎第２期のＳＳＨ（H21～26）：コンソーシアムと国際科学コンテスト入賞

インテル国際科学技術フェア優秀賞４等賞ダイコンコンソーシアムによる新品種開発

国際甲殻類学会で一般発表日本昆虫学会で一般発表
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添付資料２（新聞記事）

◎経過措置期のＳＳＨ（H27～28）：高校生による地域貢献の取組

◎経過措置期のＳＳＨ（H27～28）：研究の成果（化学研究部）

小中学校への出前授業 大型商業施設での実験教室

全日本学生児童発明くふう展
気象機器コンテスト


